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募金期間
10月1日～
12月31日
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戸 別 募 金   2,436,198円（町内の戸別の募金）  
街 頭 募 金　　192,544円（町内各スーパーでの募金）
学 校 募 金  　　81,984円（町内小中学校の募金）　　
職 域 募 金　     14,588円（職域での募金）
クーポン募金    31,122円（協賛企業：永平寺の館雲粋様、キッチン天山様、サニーサイド様、
　よしくら文具様、会津喜多方ラーメン蔵県立大学前店様、永平寺地区美容師会様）
イベント募金　    82,900円（協賛企業：まつぼっくりkids様、永平寺町明るい社会づくり推進協
　議会様、永平寺町マレットゴルフ協会様）
その他の募金　    12,051円（匿名２名様、コンビニ等募金箱）

　昨年、皆さまから寄せられた募金は永平寺町で2,851,387円にのぼりました。
皆様の善意に心から感謝しますとともに、募金額のご報告を致します。 赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動

ま
ち
の
や
さ
し
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ま
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と
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と
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ま
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お問い合せ 社会福祉法人福井県共同募金会
永平寺町共同募金委員会 永平寺町石上27 -27　TEL.0776-64-3000

【報告】平成25年度 赤い羽根共同募金のつかいみち

町民の皆様のあたたかいご協力を
　　　　　　 宜しくお願いいたします。

平成26年度の赤い羽根募金の目標額

永平寺町3,130,000円

☆配分を受けた2,179,841円のつかいみちは次の通りです。
■永平寺町社協への配分

■各種団体・ボランティア団体助成事業

●障がい児者の社会参加と保護者の
　リフレッシュ事業　
●高齢者慶祝訪問事業　
●減災のための家具固定事業　
●児童遊具施設設置費助成
●たすけあい町づくり講演会

●永平寺町老人クラブ連合会　
●おたっしゃ会
●永平寺町身体障害者福祉協会　
●Ｅ．Ｍ．Ｃ永平寺ミュージック・ケア研究会

皆
様
に
ご
協
力
い
た
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い
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介
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。

　永平寺町内に伝わる民話を題材とし、年
間２話の民話紙芝居作りを目標に、これま
で32話作りました。
　文献から民話を探し、脚本を作り絵に表
現しています。文章はなるべくわかりやす
く、永平寺町の方言を取り入れるようにし
ています。また、出来上った原画をコ
ピー、ラミネート加工してそれぞれの図書
館に寄贈。町民の方にご覧頂けるようにし
ています。その他、図書館（町立図書館は月
1回）、サロンなど
依頼があれば民話
紙芝居の口演活動
を行っています。

B-メイトB-メイト

おたっしゃ会おたっしゃ会

活動内容は？

　紙芝居の作成は、メンバーが絵の具を持ち
寄って少しずつ制作していくことから始まり
ました。
　共同募金の配分金がなかったら、活動を現
在まで続けてこられなかったように思いま
す。せっかく町内に伝わる民話
がたくさんあっても、活動が続
けていけなかったら後世に伝え
ることができなかったので…と
思うと、本当に募金者の皆様に
は感謝の気持ちでいっぱいで
す。ありがとうございます。

募金していただいた
みなさんへひとこと

　永平寺町内に眠っている民話を探して、
民話紙芝居を増やしていきたいです。現
在、民話紙芝居発祥地に絵の一部とあらす

じの書かれた看板の設置を町にお願いして
おります。
　今年中に９か所の看板設置の目途が立ち
ました。今まで作った民話紙芝居に縁のあ
る場所全てに設置していただけるように努
力していきたいと思います。
　口演活動も続け、口演技術の向上のため
に研修にも励みたいと思います。

今後の目標は？

　上志比地区の配食サービスの調理や、社協主催
のふれ愛フェスタ、支所まつりのお手伝いなどを
中心に活動を行っています。
　配食サービスでは、それぞれの会員の経験を活
かしながら、家庭的なお弁当を作りお届けしてい
ます。衛生面に注意を払いながら、食べてもらう
人のニーズに合わせてご飯の量を調整したり、具
材を柔らかくしたりしています。会員それぞれ忙
しい身ですが、年に一回は集まってメニューの確
認を兼ねて調理実習や懇親会を行っています。

活動内容は？

　会員のみなさんも忙しい中、ボランティアの時
間をつくってくださっています。貴重な時間の中
でのボランティア活動だからこそ、これからも楽
しく続けていきたいと考えています。先日はみん
なで藍染をしてエプロンを作りました。このエプ
ロンを着て、チームワーク良く皆様においしい食

事をお届けしていきた
いと思います。
　こうした活動ができ
るのも、共同募金の配
分金があるからこそ。
町民の皆様には本当に
感謝しています。

募金していただいた
みなさんへひとこと

　現在、配食サービスは月・水・金の週３回、１
度に２人が携わっており、会員のシフト調整が大
変ですが、今まで続けてきたことを引き継げるよ
うにしっかり伝えていきたいと思っています。そ
のためにもまずは体が資本なので健康に過ごせる

ようにしていきたいです。
　また、新しく会員の方も募集しています。明日
は我が身で、いずれ自分たちのためにも、活動を
続けていきたいと思っています。

今後の目標は？
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事業名：永平寺町に伝わる民話の
紙芝居づくりとその紙芝居の口演活動

事業名：お一人暮し高齢者宅への
配食サービスの弁当調理

みんなで藍染めをして
エプロンを作りました
みんなで藍染めをして
エプロンを作りました

週に3回の配食ボランティアの様子。
てきぱき作業は進みます
週に3回の配食ボランティアの様子。
てきぱき作業は進みます
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「町立図書館では毎月1回▶
おはなし会をしています。
あそびにきてね！」

「町立図書館では毎月1回▶
おはなし会をしています。
あそびにきてね！」

永平寺町で集まった2,851,387円のうち
福井県共同募金会から、永平寺町は2,179,841円の配分を受けました

●点訳サークル「松岡サンライト」
●特定非営利活動法人永平寺スマイルハート
●まつおか手話サークル「友情」　
●ＬＡ’ｂｒｉ　●吉田地区更生保護女性会
●永平寺町婦人福祉協議会　
●ボランティアサークルまつぼっくりkids　
●永平寺町赤十字奉仕団　
●Ｂ－メイト　
●地域ふれあい支援「かさじぞう」　
●永平寺おはなしの会　　
●はぁもにぃ　
●永平寺町マレットゴルフ協会　
●福井県年金受給者協会松岡支部
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　法律問題でお悩みの方を対象に、弁護士による無料
法律相談を行っています。１日８名の方まで相談を受け
付けております。※事前に電話予約が必要となります。

　10月23日（木）松岡福祉総合センター「翠荘」
　　　　　　　　　担当弁護士：野形　昌三 氏
　11月27日（木）永平寺町老人福祉センター「永寿苑」
　　　　　　　　　担当弁護士：高橋　淑 氏

　12月18日（木）永平寺町やすらぎの郷
　　　　　　　　　担当弁護士：村上　昌寛 氏
たとえば…
　◆遺言・相続について……　
　◆消費者トラブルについて……
　◆結婚・離婚について……　
　◆近隣とのトラブルについて…
　◆財産管理について……など、
お気軽にご相談ください。

10月２日（木）松岡福祉総合センター「翠荘」　　　　
　　　　　　　  相談員：民生委員児童委員（松岡支部）

10月９日（木）永平寺老人福祉センター「永寿苑」　　
　　　　　　　相談員：民生委員児童委員（永平寺支部）

10月16日（木）永平寺町やすらぎの郷　　　　　　　　
　　　　　　　相談員：民生委員児童委員（上志比支部）

平成26年8月 1日～8月31日

寄  附  御  礼寄  附  御  礼

※万が一、落丁、乱丁などの不良品がございましたら、事務局までご連絡ください。

　次の皆様から、社会福祉のためにた
くさんの「まごころ」が寄せられまし
た。深くお礼申し上げます。
　皆様からいただいた寄付金・寄贈品

は、寄付されました方の希望される使
途を尊重させていただきますととも
に、社会福祉のため有効に活用させて
いただきます。

心  配  ご  と  相  談心  配  ご  と  相  談 ～秘密は必ず守ります～～秘密は必ず守ります～

弁護士による無料法律相談　13：00～16：00 福祉総合相談　13：30～16：00

カウンセラー：富田 純子氏
 10月６日（月）松岡福祉総合センター「翠荘」
 11月10日（月）永平寺老人福祉センター「永寿苑」
 12月８日（月）永平寺町やすらぎの郷
※１件あたりの相談時間は50分程度です。
※事前に電話予約が必要となります。　　

専門カウンセラーによる子育て相談　13：30～16：30

鈴木　栄一 様
匿名 様
匿名 様
山口　和代 様
匿名 様
匿名 様

飯島
匿住所
匿住所
松岡志比堺
匿住所
匿住所

永平寺デイサービス事業
松岡地区地域福祉活動事業
永平寺デイサービス事業

永平寺老人福祉センター運営事業
ホームヘルプ事業

８月 7日
８月 7日
８月 5日
８月11日
８月19日
８月22日

氏　　　名　　　　　　　         （住  所） 金額（品名） 受入区分受領日
寄
付
金

物
　
品

¥100,000
¥30,000

布おむつ２反分
紙パンツ5袋、紙オムツ1袋、タオル50本
ソファー、エアロバイク
紙おむつ多数

〈収集報告〉
ペットボトルキャップ……大袋12袋分
プルタブ　　　　　　……180Kg

　当日も含めて、これだけのプルタブ・エコキャップを
収集することができました。
　プルタブは換金し、東日本大震災忘れないプロジェク
トで企画した陸前高田市図書館の再建への寄付とさせて
いただきます。
　小さなお子さまからご高齢の方まで多くの人にご協力
をいただきながら、ほんの小さな善意も集まれば大きな
ものになることを実感しました！
　みなさま、本当にありがとうございました！

　9月10日現在、町内企業23社様から賛
助会費のお志を頂きました。
　来月の広報誌「ほほえみ」にて企業名の
掲載をさせて頂きます。
　なお、永平寺町社協のホームページ

 　　http://www.eiheijishakyo.jp/
にてご紹介させていただいております。
　皆様のご協力、ありがとうございます。

チャリティ映画会を
一緒に創りましょう！
チャリティ映画会を
一緒に創りましょう！

☎64-3000

３月に開催予定のチャリティ映画会の
プロジェクト委員を募集します！
映画会を一緒に創り上げましょう☆
ご希望の方は、
永平寺町社協までご連絡ください！
締め切り：10/3（金）

松岡デイサービス事業
松岡地区地域福祉活動事業

プルタブ・エコキャップ一斉収集プルタブ・エコキャップ一斉収集ご協力ありがとう
ございました!!
ご協力ありがとう
ございました!!

当日の様子

あの感動を共に
…

賛助会費についての
お知らせ

賛助会費についての
お知らせ

永平寺町社協

8/23（土）
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台
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そ
の
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同
級
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と
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い
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手
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ポ
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シ
ョ
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試
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に
も
負
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僕
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と
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し
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っ
た
。

「
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
」
こ
の
気
持
ち
を
胸
に
僕

は
一
生
懸
命
練
習
し
た
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小
学
生
の
最
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の
大
会

の
決
勝
戦
で
そ
の
ラ
イ
バ
ル
の
い
る
チ
ー
ム
と

戦
っ
た
。
延
長
戦
で
僕
の
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

で
も
僕
は
勝
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

中
学
生
に
な
っ
て
も
別
の
チ
ー
ム
で
戦
っ
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
そ
の
友
達
と
い
る
チ
ー

ム
と
の
試
合
が
あ
っ
て
も
友
達
は
い
な
か
っ
た
。

友
達
は
障
害
者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
障
害
者
に

な
っ
て
三
年
に
な
り
ま
す
。
三
年
前
の
あ
る
日
を

境
に
突
然
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

原
因
は
病
気
で
す
。
本
当
に
急
な
出
来
事
で
し
た
。

当
時
僕
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
友
達
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
友
達
を
見
て
、
初
め
「
か
わ
い
そ
う
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
一
生
懸
命
に
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
ん
で
い
る
友
達
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

僕
は
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
う
の
は
良
く
な
い
事

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
人
に
対
し
て
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
う
こ
と

は
、
そ
の
人
を
見
下
し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
か

ら
で
す
。

友
達
は
障
害
を
持
ち
な
が
ら
一
生
懸
命
に
生
き
て

い
る
の
に
、
上
か
ら
の
目
線
は
ご
う
ま
ん
で
大
変

失
礼
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
友

達
に
対
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
障
害

者
に
対
し
て
共
通
す
る
気
持
ち
で
す
。
障
害
者
に

な
り
た
く
て
な
っ
た
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
誰
も
が
障
害
者
に
な
ら
な
い
と
い
う
確
率
は
ゼ

ロ
で
は
な
い
の
で
す
。

友
達
の
よ
う
に
突
然
、
病
気
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
事
故
に
あ
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
ど

ん
な
災
害
に
出
く
わ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
し
僕
が
そ
う
な
っ
た
と
し
た
ら
、
想
像
す

る
だ
け
で
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
と
き

僕
は
人
か
ら
同
情
さ
れ
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
わ
れ
た
く
な
い
の
で
す
。
人

間
は
ど
の
よ
う
な
障
害
を
背
負
っ
て
い
よ
う
と
も
、

命
あ
る
限
り
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
み
ん
な
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

た
だ
生
き
て
い
く
た
め
の
条
件
が
良
い
か
、
少
し

悪
い
か
と
い
う
差
だ
け
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
僕
は
障
害
者
を
見
て
「
か
わ
い
そ
う
」
と

思
う
こ
と
が
許
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

僕
は
お
見
舞
い
に
行
く
と
友
達
の
車
い
す
を
押
し

て
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
他
人
の

視
線
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
と
違
う

人
を
見
る
と
違
和
感
を
持
つ
人
が
多
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。

で
も
自
分
と
人
は
違
っ
て
い
て
当
た
り
前
な
の
だ

し
、
そ
の
他
人
を
認
め
る
こ
と
は
最
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
の
す
べ
て
の
人
が
自

分
と
違
う
他
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
こ
そ
、
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に

思
い
ま
す
。

友
達
の
た
め
に
も
、
僕
は
野
球
を
一
生
懸
命
頑
張

り
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
活
躍
し
ま
す
。

中
村
選
手
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
^　̂
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